
編

集

後

記

八
六

第
五
号
の
出
版
に
当

つ
て
は
、
多
く
の
難
聞
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
会
員
皆
様
の
ご
協
力
と
編
集
委
員
の
惜
し
ま
ぬ
ご
尽
力
に
よ
っ

て
出
版
に
至
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
会
員
と
本
研
究
会
を
ご
支
援
し
て
下
さ
る
多
く
の
方
々
と
共
に
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
、

真
野
龍
海
博
士
、
士
口
津
宜
英
博
士
、
茶
印
幻
博
士
に
は
原
稿
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
公
私
共
に
ご
多
忙
に
も
か

か
わ
ら
ず
早
急
に
貴
重
な
玉
稿
を
お
寄
せ
頂
き
本
号
を
飾
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
好
意
に
対
し
ま
し
て
私
共
、
全
会
員
は
深
甚

な
る
謝
意
と
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
号
の
出
版
に
当
た
っ
て
難
問
題
の
一
つ
で
あ
る
出
版
費
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
大
韓
仏
教
曹
渓
宗
総
務
院
長
義
玄
師
、
緯
日

仏
教
交
流
会
皆
様
、
七
宝
寺
方
々
、
本
会
の
名
誉
会
員
皆
様
、
任
国
頭
師
、
在
日
李
永
幸
（
松
田
永
悲
）
様
、
既
述
の
ご
芳
名
の
諸

先
生
方
よ
り
有
難
い
浄
財
の
ご
支
援
と
励
ま
し
の
言
葉
を
頂
戴
頂
き
ま
し
て
難
問
題
が
解
決
に
至
り
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
回
本
研
究

会
に
至
大
な
関
心
を
持
ち
ま
し
て
励
ま
し
の
声
援
を
惜
し
ま
な
い
中
外
日
報
社
に
感
謝
の
お
礼
ム
申
し
上
げ
ま
す
。
個
人
的
に
は
今
号

の
出
版
費
捻
出
の
為
に
自
分
の
研
究
時
聞
を
削
り
な
が
ら
本
国
を
往
来
し
、
東
奔
西
走
し
て
下
さ
っ
た
本
会
日
蔵
副
会
長
の
努
力
に

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

そ
し
て
、
か
か
る
難
問
題
と
ど
面
倒
な
こ
と
に
も
関
わ
ら
ず
、
心
よ
く
出
版
を
お
引
受
下
さ
り
、
ま
た
惜
し
み
な
い
ご
尽
力
を
賜

わ
り
ま
し
た
山
喜
房
係
書
林
、
浅
地
康
平
社
長
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
編
集
の
都
合
に
よ
り
今
号
の
出
版
が
大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
由
・
し
上
げ
ま
す
。
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po rdzas tha dad pa'i tshul du med par thal I khyod rdzas cha shas med 

pa’i gcig pa’i phyir I khyab par thal I rdzas cha shas med pa'i gcig 

la bya byed rdzas tha dad pa gsum mi ’thad pa’i phyir I (f.584,1～2) 。3) kun rdzob pa’i ngos bzung ba ni I rgyu sogs brgyad la I rgyu ’bras kyis 
bsdus pa'i chos’di rnam chos can I shes pa’l rdzas las gzhan min par 

thal I mngon sum tshad mas nyams su myong ba’i tshul gyis grub pa’i 

phyir I khyab par thal I rtags de yin na shes pa’i rdzas su gnas dgos 

pa’i phyir I de chos can / tha snyad du sems tsam gyis bdag nyid du 

shes par bya ste I phyi don gyis dben pa’i phyir I don dam par sems 

tsam du ma grub ste / don dam par gcig dang du ma dang bra! pa’i 

phyir I (f.593, 2～4) 

ω 拙稿重量照。特に松本史朗「後期中観派の空思想」（『理想』 610'1984）ではこの
問題が明確に論じられている。

05) tha snyad tsam du sems tsam gyi tshul dang I don .dam par rang med 

pa'i tshul gnyis (f. 598, 5) 

会
長

金

永
晃

〈
禅
晃
）

＜駒沢大学大学院＞

追記〕脱稿（92年3月末〉してから大分｜時間が過ぎたが、『備忘録」の内容につい

て自分の理解が十分ではなかったことをつくづくと思う。耳らをかきながら御叱

正を紛う次第であります。 (93.6.24) 




